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特
集「願い」を込めた田んぼアート

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
通
じ
て

復
興
支
援
を
。

デ
ザ
イ
ン
に
込
め
た
思
い

　
「
世
界
最
大
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
と
し
て

平
成
27
年
に
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
®に
認
定
さ

れ
た
行
田
市
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
。
今
年
の

デ
ザ
イ
ン
は
、
能
登
の
伝
統
的
な
祭
礼
で

あ
る
「
キ
リ
コ
祭
り
」
で
す
。

　

本
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
で
は
、
多
く
の
方
が
甚
大
な
被
害
に

遭
わ
れ
ま
し
た
。
被
害
の
大
き
か
っ
た
能

登
地
域
で
は
、
地
震
か
ら
半
年
以
上
経
っ

た
今
も
生
活
再
建
や
復
興
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
能
登
地
域
で
人
々
の
生
活
に
溶
け

込
み
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
「
キ
リ
コ

祭
り
」
は
、
平
成
27
年
に
「
灯
り
舞
う
半

島
能
登
〜
熱
狂
の
キ
リ
コ
祭
り
〜
」
と
し

て
日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

も
「
和
装
文
化
の
足
元
を
支
え
続
け
る
足

袋
蔵
の
ま
ち
行
田
」
と
し
て
日
本
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
お
り
、
伝
統
や
文
化
を
大
切

に
し
て
い
る
地
域
と
し
て
行
田
と
能
登
の

間
に
は
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
つ
な
が
り
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
知
名
度
の
あ
る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に

「
キ
リ
コ
祭
り
」
を
描
く
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
人
に
こ
の
祭
り
を
知
っ
て
も
ら
い
、

能
登
復
興
の
後
押
し
、
支
援
に
つ
な
が
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
キ
リ
コ
祭
り
」
は
、
巨
大
な
灯と

う
ろ
う籠

「
キ

リ
コ
」
を
担
ぎ
、
楽
器
の
音
や
威
勢
の
良

い
掛
け
声
と
と
も
に
ま
ち
を
練
り
歩
く
も

の
。
図
柄
に
は
キ
リ
コ
の
他
に
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
る
男
女
の
姿
や
祭
り
の
際
に
打

ち
上
げ
る
花
火
が
描
か
れ
て
お
り
、
能
登

の
人
々
が
再
び
伝
統
行
事
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
一
日
も
早
く
日

常
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
リ
コ
や
提ち

ょ
う
ち
ん灯

の
中
に
描
か
れ

る
「
が
ん
ば
ろ
う
！
」
や
「
能
登
」、「
復

興
祈
願
」
の
文
字
は
、
石
川
県
立
能
登
高

等
学
校
書
道
部
員
が
書
い
た
作
品
を
使
用
。

能
登
に
住
む
生
徒
た
ち
の
復
興
へ
の
強
い

思
い
も
こ
れ
ら
の
文
字
に
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
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杭
打
ち

く
い苗

運
び

補
植

田
植
え
イ
ベ
ン
ト
の

　
　
　
　裏
側
で

市
外
か
ら
も多

く
の
方
が
参
加

　皆さんがスムーズに田植えができるよう、代掻き ( 田に水を入れ
て土を砕いてかきならす ) をした後、測量機器を使って図形を形成
するための杭を打っています。その後、杭と杭をひもで結び、絵
の輪郭を縁取ります。

　田植えイベントから 7 月の見頃を迎える前まで、ドロー
ンなどを活用しながら苗の足りていない箇所を把握し、
補植作業を行っています。

　県の種苗センターで種をまき、育てた苗を
会場へ運んでいます。
　今年の田んぼアートは 4 品種の稲で描かれ
ています。緑色の「彩のかがやき」、黒色の「ム
ラサキ 905」、赤色の「べにあそび」、白色の「ゆ
きあそび」は 7 月中旬ごろから鮮やかに色づ
き、秋にかけて表情を変えていきます。

　今回のテーマを見て、石川県出身の
私も力になれればと、初めて参加させ
ていただきました。田んぼの中は気持
ちよく、なかなか経験できないことで
子どもも大満足の様子でした。また田
植えの難しさを知り、農家の方々の大
変さを肌で感じることができました。
　見頃を迎える時期に家族で見に行き
ます。

　初めは汚れるのが嫌で足を入れることもできませんでしたが、一度足
を踏み入れたら顔が泥んこになるまで夢中で頑張りました！

(みちかちゃんのお母さんより )

「たのしかったー！」(みちかちゃん・4歳・市内在住)

( 高森正和さん家族・さいたま市在住 )

　
６
月
８
日
と
９
日

に
田
植
え
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
８
日
は

５
７
４
人
、
９
日
は

２
４
６
人
の
参
加
者

が
心
を
込
め
て
丁
寧

に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、

そ
の
準
備
か
ら
お
米

の
収
穫
ま
で
、
市
内

外
か
ら
参
加
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
や
地
元
農
家
の
皆

さ
ん
な
ど
多
く
の
方

の
協
力
に
よ
っ
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
携
わ
っ
て

く
れ
た
方
た
ち
一
人

一
人
の
思
い
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

しろ か

みんなでつくる 　　　田んぼアート。
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能
登
を
助
け
た
い―

キ
リ
コ
は
特
別
な
存
在―

(下平康次さん・74歳・珠洲市出身・久喜市在住) (山本光一さん・66歳・輪島市出身・市内在住 )

　
私
は
輪
島
市
門
前
町
で
生
ま
れ
育
ち
、

19
歳
の
と
き
に
行
田
市
へ
来
ま
し
た
。

行
田
に
来
て
か
ら
も
毎
年
夏
に
は
キ
リ

コ
祭
り
に
合
わ
せ
て
実
家
に
帰
省
し
、

祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
能
登
半
島
地
震
が
起
き
た
と
き
の
不

安
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。「
両
親

は
無
事
な
の
か
」
と
心
配
で
た
ま
ら
な

く
な
り
、
す
ぐ
に
連
絡
を
取
り
ま
し
た
。

建
物
被
害
は
あ
っ
た
も
の
の
、
け
が
は

な
か
っ
た
と
聞
き
、
安
心
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
家
の
片
付
け
な
ど
の

手
伝
い
で
す
ぐ
に
実
家
に
行
こ
う
と
思

い
ま
し
た
が
、
震
災
直
後
は
、
道
路
の

陥
没
や
沈
下
が
ひ
ど
く
、
と
て
も
た
ど

り
着
け
る
状
況
で
は
な
い
と
友
人
な
ど

か
ら
聞
き
、
少
し
道
路
が
整
備
さ
れ
た

３
月
に
輪
島
市
に
行
き
ま
し
た
。

　
現
地
は
と
て
も
悲
惨
な
状
況
で
し
た
。

至
る
所
で
地
割
れ
や
土
砂
崩
れ
が
起
き

て
お
り
、
全
壊
し
た
建
物
な
ど
に
は
ブ

ル
シ
ー
ト
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

実
家
も
土
蔵
と
母
屋
が
半
壊
し
て
お
り
、

私
は
１
カ
月
半
の
間
、
実
家
の
災
害
廃

棄
物
の
片
付
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
の
友
人
を
は
じ
め
被
災
し
た
方
々

と
会
っ
た
と
き
に
受
け
た
印
象
は
、「
気

持
ち
に
余
裕
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
だ
ま
だ
復
興
は
進
ん
で
お
ら
ず
、

被
災
さ
れ
た
方
々
は
必
死
で
す
。

　
行
田
市
に
戻
っ
て
き
た
と
き
に
、
今

年
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が
「
キ

リ
コ
祭
り
」
で
あ
る
と
知
り
、
本
当
に

感
激
し
ま
し
た
。
私
も
少
し
で
も
能
登

復
興
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
８
月
中
旬

か
ら
ま
た
輪
島
市
に
向
か
い
ま
す
。

　
私
は
珠
洲
市
出
身
で
、
18
歳
ま
で
住

ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
キ

リ
コ
祭
り
が
一
番
の
楽
し
み
で
、
キ
リ

コ
に
乗
っ
て
皆
で
太
鼓
を
叩
い
た
思
い

出
は
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い

ま
す
。
亡
父
も
キ
リ
コ
祭
り
が
大
好
き

で
、
私
が
地
元
を
離
れ
て
か
ら
も
、「
キ

リ
コ
祭
り
に
は
帰
っ
て
こ
い
」
と
言
わ

れ
、
毎
年
祭
り
に
合
わ
せ
帰
省
し
て
い

ま
し
た
。
地
元
の
友
人
ら
も
同
じ
よ
う

に
帰
っ
て
く
る
た
め
、
久
し
ぶ
り
の
友

人
に
会
う
の
も
祭
り
の
と
き
で
し
た
。

　
手
先
が
器
用
な
父
は
、
趣
味
で
キ
リ

コ
の
模
型
を
数
基
作
り
、
そ
の
出
来
栄

え
は
ま
ち
で
も
評
判
で
し
た
。『
父
の
祭

り
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
』
キ
リ
コ
模

型
は
私
た
ち
家
族
に
託
さ
れ
、
私
の
家

に
は
１
メ
ー
ト
ル（
写
真
）と
２
メ
ー
ト

ル
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
実
家
の
様
子
を
見
に
１
月
下
旬
に
珠
洲

市
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
現
実
と
は

思
え
な
い
光
景
で
、
建
物
は
倒
壊
し
、
崖

は
崩
れ
、
ト
ン
ネ
ル
も
崩
壊
し
て
い
ま
し

た
。
実
家
も
柱
が
曲
が
り
傾
い
て
お
り
、

水
道
も
電
気
も
使
え
な
い
状
況
で
、
多
く

の
方
が
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は
石
川
県
出
身
の
仲
間
な

ど
か
ら
預
か
っ
た
義
援
物
資
を
届
け
る
た

め
、
５
月
上
旬
に
再
び
珠
洲
市
に
向
か
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
復
興
は
進
ん
で
お
ら

ず
、
状
況
は
驚
く
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
一
日
も
早
い
能
登
の
復
興
を
願
い
、
能

登
の
人
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
で
あ

る
「
キ
リ
コ
」
の
模
型
を
、
今
回
の
復
興

応
援
物
産
展
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
キ
リ
コ
祭
り
を
楽
し
め
る
日
が

来
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

す
ず

　市では能登半島地震復興支援募金の募金箱を公共施設や
各イベントの開催時に設置しています。
　お寄せいただいた募金は、被災者支援に役立てられます。

▶設置施設
市役所本庁舎、南河
原支所、教育文化セ
ンター「みらい」、郷
土博物館、産業文化
会館、商工センター、
古代蓮会館、行田グ
リーンアリーナ

　田んぼアートの見頃で
ある7月から10月までの
古代蓮会館入館料の一部
(１人につき10 円 ) を義
援金として石川県に送付
します。田んぼアートを
見に行くことが復興支援
にもつながります。

　
市
で
は
、
被
災
地
へ
の
職
員
・
給
水
車
の
派
遣
な
ど
の
支
援

や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
を
活
用
し
た
復
興
の
応
援
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
復
興
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
で
き
る
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
能
登
地
域

や
金
沢
以
南
の
各
市
町
村
で
飲
食
店

や
観
光
に
携
わ
る
事
業
者
、
県
産
品
の

製
造
・
販
売
を
行
う
事
業
者
の
売
り
上

げ
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　石
川
県
へ
の
応
援
消
費
が
能
登
を

支
え
る
力
と
な
る
た
め
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
目
印
に
、
石
川
県
産

の
も
の
を
買
っ
て
、
食

べ
て
、
飲
ん
で
応
援
し

ま
し
ょ
う
。

応
援
消
費
お
ね
が
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　石
川
県
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
や
支

援
活
動
に
携
わ
る
方
へ
の
応
援
の
声
、

能
登
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
投
稿
す

る
「
能
登
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
投
稿

フ
ォ
ー
ム
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

被
災
地
で
頑
張
っ
て
い

る
方
々
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

能
登
へ

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

復
興
の
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

能登半島地震復興支援募金

入館料の一部を義援金として送付

復興応援物産展～がんばろう！能登

　復興支援の一環として、能登半島に関
係する食品や物産などを販売しています。
また実施期間に合わせ、下平さん（左写真）
のキリコ模型の展示や能登半島の写真展
なども行っています。

▶実施期間 8 月 9 日㈮まで
▶実施時間　午前 8時～午後 4時 30 分
▶場　　所　古代蓮会館催事室
▶駐 車 場 午後2時までは有料となります。
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行政のお知らせ

株式会社長大と「地域課題解決のためのDX
推進に関する包括連携協定」を締結しました

湯本レストラン株式会社と
災害時応援協定を締結しました

株式会社サンワックスと
災害時応援協定を締結しました

行田市優秀建設工事技術者表彰式
を行いました

令和6年全国家計構造調査が
10月から始まります

行田市旅館組合と
災害時応援協定を締結しました

　7月11日、株式会社長大と「地域課題解決のためのＤ
Ｘ推進に関する包括連携協定」を締結しました。
　本市と同社は相互に連携を図り、双方が有する資源
を協働で活用することで、地域活性化、教育、公共交通、
健康福祉、防災などの諸分野で地域課題の解決を図り
ます。市では、同社の先端デジタル技術などを活用し、
さまざまな取り組みを実施していきます。
▶�問い合わせ　企画政策課公民連携担当☎556―1113

　6月20日、湯本レストラン株式会社と「災害等発生時
における施設等の利用に関する協定」を締結しました。
　この協定は、災害などが発生した場合に宿泊施設と
温浴施設を提供いただくもので、これにより避難生活
の改善や外部からの応援体制の強化が図られます。
▶�問い合わせ　危機管理課（内線281）

　6月27日、株式会社サンワックスと「災害等発生時
における衛生対策のためのレンタル資機材等及び役務
サービスの提供に関する協定」を締結しました。
　この協定は、災害などが発生した場合に避難所や仮
設トイレなどの清掃や衛生管理を行っていただくもの
で、これにより避難所環境の向上や災害関連死の防止
が図られます。
▶�問い合わせ　危機管理課（内線281）

　6月24日、令和6年度行田市優秀建設工事技術者表
彰式を市役所で行いました。
　これは、市発注工事を優秀な成績で完成させた技術
者を表彰することで、市発注工事に対する意欲の高揚
や品質確保などの向上を図ることを目的としており、
今年度は8人の方が表彰されました。
　有限会社鈴和建設の久保達也さんはゼロ債務）舗装復
旧工事（その1）、株式会社清水アーネットの関口智寿
さんは行田市立学校給食センター調理機器等改修工事、
有限会社篠﨑電気工事の田仲耕也さん、篠﨑勇さんは
行田市営勝呂住宅電気幹線改修工事、大澤建設株式会
社の大澤文男さんは行田市総合公園複合遊具更新工事、
有限会社鈴和建設の榎本博仁さんは本丸児童公園蒸気
機関車周辺整備工事、大野建設株式会社の下田稔さん
は本丸児童公園蒸気機関車アスベスト除去・塗装工事、
小川工業株式会社の吉野幹男さんは流域貯留浸透事業
校庭貯留施設整備工事（南小学校）においてそれぞれ担
当技術者として行った、工事現場の安全管理や品質管
理に向けた取り組みなどが高く評価されました。
　行田市長から激励の言葉を受けた受賞者の皆さんは
「このような賞を頂けたことを感謝している。今後も行
田市のために尽力していきたい」とそれぞれ抱負を語っ
ていました。
▶�問い合わせ　契約検査課検査担当（内線224）

全国的な家計のいまを把握する重要な調査です
　この調査は昭和34年以来5年ごとに実施されてお
り、家計における消費や所得、資産などの実態を明ら
かにすることを目的としています。調査結果は、社会
保障や福祉政策の基礎資料などに幅広く活用されます。
▶�調査期間　10 ～ 11月
▶�調査対象　全国から無作為に選ばれ9万世帯が対象で
す。本市では4調査区約50世帯が対象になります。
▶�調査事項　世帯および世帯員に関する事項、家計収
支に関する事項、所得および家計資産・負債に関す
る事項など
▶�調査の方法　県知事から任命された統計調査員が、8
月下旬から調査書類を配布します。回答はインター
ネット回答の他、郵送など紙の調査票を提出する方
法もあります。

「かたり調査」にご注意ください
　調査員は顔写真付きの「調査員証」を携帯しています。
「調査員証」の提示がない場合や、電話による問い合わ
せに不審な点を感じた場合などは広報広聴課までご連
絡ください。

調査票の秘密は守られます
　調査票の記入内容は、統計以外の目的に使われるこ
とはありません。また、調査員や調査関係者が調査で
知り得た情報を他に漏らすことは法律で固く禁じられ
ています。

▶�問い合わせ　同課統計担当（内線322）

　5月20日、行田市旅館組合と「災害等発生時における
施設等の利用に関する協定」を締結しました。
　この協定は、災害などが発生した場合に宿泊施設を
提供いただくもので、これにより避難生活の改善や外
部からの応援体制の強化が図られます。
▶�問い合わせ　危機管理課（内線281）

　6月定例市議会で同意を得て、
渡辺充氏（64歳）が教育長に再任
されました。
▶�問い合わせ　人事課人事給与
担当（内線208）

●異動　令和6年7月1日付
【部次長】
▶�環境経済部次長兼農政課長  金子政好
　（環境経済部次長）

【課長・副参事】
▶�建設部管理課長  今井良和（環境経済部農政課長）
▶�建設部副参事  黒澤典弘（建設部管理課長）

▶�問い合わせ　人事課人事給与担当（内線208）

教育長に渡辺充氏が再任 人事異動（課長級以上の職員）

渡辺　充�氏

協定を締結した野原代表取締役（左）と行田市長

上段左から吉野さん、大澤さん、下田さん、榎本さん
下段左から篠﨑さん、関口さん、行田市長、久保さん、田仲さん

協定を締結した旅館組合の皆さんと行田市長

全国家計構造調査
キャンペーンサイト

協定を締結した野本代表取締役社長（左）と行田市長

協定を締結した湯本代表取締役（左）と行田市長
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　市長が重要施策を中心に市が取り組んでいる事業やこ
れからのまちづくりについて説明し、参加者の皆さんと直
接意見交換します。今年度は新たにフリートーク形式によ
る懇談会を開催します。あなたも参加してみませんか。

▶日 時　9月15日㈰午後1時30分～ 3時
▶場 所　「みらい」第1学習室
▶対 象　市内在住・在勤・在学の方
▶募集人数　50人(先着順)
▶�そ の 他　ひととき保育あり(2歳以上の未就学児・無料）
▶�申し込み　�8月19日㈪～ 30日㈮に行田

市電子申請・届出サービスま
たは電話で広報広聴課

▶問い合わせ　同課(内線319)

　7月19日、行田市長が独立行政法人水資源機構を訪
問し、金尾理事長に要望書を提出しました。
　この要望書は、武蔵水路に係る事項について市民が安
全に安心して暮らせる生活環境を保持することを求める
内容となっています。要望事項としては、道路の安全対
策に係る支援、下水道工事に係る支援、武蔵水路沿いの
桜の木の維持管理に関する支援などを求めるものです。

▶問い合わせ　管理課(内線5703）

　身近な方が亡くなられた際の市役所手続きは多岐にわ
たり、遺族の方の大きな負担となっています。
　「行田市おくやみ窓口」では、亡くなられた方の必要
な手続きを事前に調べてご案内するとともに、ワンス
トップで多くの手続きの受付・説明を行います。
▶利用対象　死亡時の住民登録地が行田市だった方の遺族
▶利用枠　1日2枠(①午前9時30分②午後2時）
▶設置場所　市民課窓口

　「1日環境によいことをする日」を決めて、チェックシー
トを基に、省エネ・省資源など環境に配慮した生活を送
る「エコライフDAY」。地球温暖化防止のため、エコラ
イフDAYに参加して、ご自身のライフスタイルを見直
すきっかけにしてみませんか。
▶実施期間　9月30日㈪まで
▶�参加方法　県ホームページ「エコライフDAY&WEEK
埼玉特設サイト(https://ecolife-saitama.jp)」から
ご参加ください。
▶問い合わせ　環境課☎556―9530

　6月25日、荒木地区出身でちふれASエルフェン埼玉
所属の大沼歩加さんがWEリーグ2023―24シーズンの
終了報告で市役所を訪問しました。
　今季はチーム過去最高順位であるリーグ戦8位、皇后
杯JFA全日本女子サッカー選手権大会も過去最高成績で
ある3位と、飛躍のシーズンになりました。また大沼選
手は、守備デュエル(攻撃を阻止するために相手プレー
ヤーからボールを奪取しようとしたプレーの回数)で
リーグ1位に輝きました。

▶問い合わせ　スポーツ振興課☎556―8336

▶�日時　10月20日㈰午前10時～午後4時(予定)
　※荒天中止
▶出店料　
　【テント】1ブース：8,000円(市外在住の方は1万円)
　【キッチンカー】1台：8,000円(市外在住の方は1万円)
　※中止の場合、返金不可
▶�募集数　テント30ブース程度、キッチンカー 15台程
度(いずれも応募者多数の場合は抽選とし、結果を通
知します)
▶注意　
　◦�キッチンカーは飲食販売のみ、テントでの出店は物

品販売のみとなります。
　◦�テントは、事務局が設置するものを使用し、1張り(2

間×3間)を2ブース(2分割)とします。
　◦�1ブース当たりのサイズは、約3.6メートル×約2.7

メートルで、テーブル(1.8メートル×0.45メート
ル)が2台付きます。

　◦テント内出店ブースの看板は事務局が用意します。
　◦�キッチンカーを出店する場合は保健所の営業許可が

必要です。
　◦�火気を使用する場合は各自消火器を用意してくださ

い。未設置の場合は出店できません。
　◦�開催日前日に設営などにご協力いただく場合があり

ます。
▶�出店者説明会　9月6日㈮午後7時から行田市商工セ
ンター 401研修室で事前説明会および出店位置の決
定を行います。
　※欠席の場合、事務局委任となります。
▶�申し込み　商工観光課で配布している申込書(市ホー
ムページからダウンロード可)に必要事項を記入の上、
8月23日㈮までに持参、郵送、FAX、Eメールのいず
れかの方法により提出してください。
　�【持参・郵送】〒361―0052�行田市本丸2―20�行田
古墳フェスティバル実行委員会事務局
　【FAX】553―5063
　【E�メール】syoko@city.gyoda.lg.jp
▶�問い合わせ　同事務局(商工観光課内・内線5406)

水資源機構理事長へ武蔵水路に�
係る要望書を提出しました

行田古墳フェスティバル
飲食・物品販売出店者を募集します

ご参加ください
夏のエコライフDAY

女子プロサッカー選手の大沼歩加
さんが市長を訪問しました

死亡関連手続きをサポートする「行田市おくやみ窓口」をご利用ください

金尾理事長(左)へ要望書を提出する
行田市長と同席した野中衆議院議員(右)

大会結果などを報告する大沼歩加さん(左)と行田市長

市政懇談会の様子

▶「おくやみ窓口」でできる手続きの例　
　◦世帯主の変更
　◦葬祭費支給申請(国民健康保険、後期高齢者医療）
　◦相続人代表者指定届書の提出
　◦介護保険の手続き
▶�申し込み　利用希望日の6開庁日(日曜開庁を除く）
前までに電話または市公式LINEで市民課へ予約して
ください。
▶問い合わせ　同課窓口担当(内線244）

優良運転者を表彰します

令和6年度市政懇談会に参加しませんか

　行田警察署および行田交通安全協会では、優良運転者
の表彰を行っています。これは同協会会員が長期にわた
り安全運転に努め、交通事故防止に尽力した成果に対し、
自主申告制度により表彰するものです。無事故・無違反
が証明された場合に表彰が受けられます。　

▶受付期間　�9月2日㈪～ 30日㈪午前8時30分～正午
および午後1時～ 5時(土・日曜日、祝日を除く)

▶表彰基準　①�運転経験5年以上を有し、常に安全運転を
心掛け、他の運転者の模範と認められる方

　　　　　　②�過去5年間、10年間、15年間、20年間25
年間、30年間、35年間、40年間、45年間
50年間に分けて無事故、無違反の運転者

▶資格要件　①�同協会に入会している方
　　　　　　②�令和元年10月以降、優良運転者として

同署・同協会の表彰を受けていない方
▶申請方法　�同協会事務局（行田警察署内）にある申請用

紙および無事故・無違反証明交付申請書に
必要事項を記入の上、運転免許証、同協会
会員証、無事故・無違反証明書交付手数料
670円、認め印を同協会事務局へ持参して
ください。

▶表　　彰　�受賞者には後日表彰式の期日を通知します。
※表彰式は11月上旬を予定

▶問い合わせ　同協会事務局（行田警察署内）☎555―1112

第1期納期限　9月2日㈪まで
　受益者負担金は、下水道供用開始となった時点で、使
用の有無を問わず土地の面積に応じて賦課されます。こ
の負担金の納付には便利な口座振替をご利用ください。
また、期限内の納付が困難な場合は、納付相談をご利用
ください。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続などによ
り受益者の変更があった場合は、下水道課までご連絡く
ださい。

▶問い合わせ　同課業務担当☎564―0303

下水道事業受益者負担金を
お支払いの方へ

▶開催日時　①8月27日㈫午前10時～正午
　　　　　　②9月18日㈬午後1時～ 3時
　　　　　　③10月24日㈭午前10時～正午
▶場　　所　�行田税務署(栄町17―15)※来場に当たっ

ては、公共交通機関をご利用ください。
▶定　　員　各日2組※相談時間1時間以内(要予約)
▶申し込み・問い合わせ　
� 　　行田税務署☎556―2121(音
　　　　　　声ガイダンスに沿って「2」を選択)

インボイス発行事業者の登録要否
相談会を開催します
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　県では、埼玉県を日本一暮らしやすいところにするた
め、「さいたまけん★こどものこえ」のメンバーを募集し
ています。

▶募集期間　8月1日㈭～ 9月30日㈪
▶対　　象　 小学生・中学生・高校生相当年齢および未

就学児・登録した小学生・中学生・高校生
相当年齢の保護者

▶内　　容　県政などに関するWEBアンケートの回答
▶特　　典　図書カード500円分
▶申し込み　 県ホームページを確認の上、直接お申し込

みください。
▶問い合わせ  埼玉県こども政策課こどもまん
　　　　　　なか担当☎048―830―3343

「さいたまけん★こどものこえ」
メンバー募集

　県では、SDGsを気軽に学べるツールとして埼玉版
SDGs推進アプリ「S³（エスキューブ）」を運用しています。
　このアプリでは、SDGsの17のゴールについて分か
りやすく解説している他、コラムやクイズ、ニュースな
ど多様なコンテンツで多角的にSDGsを理解することが
できます。
　また、アプリ内でポイントを貯めてくじにチャレンジ
すると抽選で電子マネーや協賛店のサービスを受けられ
る特典カードなどの景品が当たります。ぜひご利用くだ
さい。

▶問い合わせ 埼玉県計画調整課総括・SDGs
　　　　　　推進担当☎048―830―2133

埼玉版SDGs推進アプリ「S³（エス
キューブ）」をご利用ください

10月分(12月支給分)から児童手当制度が変わります
▶制度改正の概要
　　　　　　・所得制限の撤廃
　　　　　　・支給対象児童の高校生年代までの延長
　　　　　　・第3子以降の支給額の増額および第3子以降のカウント方法の変更
　　　　　　・支給回数の変更(年3回から年6回)

※改正後の児童手当の初回支給は、12月(10月、11月の2カ月分)となります。
※公務員の方は、勤務先へお問い合わせください。

▶申請方法などについて　
　　　　　　 所得制限により手当を受給していなかった方や高校生年代の児童を養育している方などについては、別途手

続きを行っていただく場合があります。詳細が決まり次第、市ホームページなどでお知らせします。
▶問い合わせ 子ども未来課手当・給付担当(内線292・297)

改正前(9月分まで) 改正後(10月分以降)

支給対象 中学校終了までの国内に住所を有する児童を養育して
いる市内在住の方

高校生年代までの国内に住所を有する児童を養育して
いる市内在住の方

所得制限
あり
所得制限限度額以上は特例給付
所得上限限度額以上は支給なし

なし

手当月額

・3歳未満：1万5千円
・3歳から小学校終了まで
　第１子、第２子：1万円
　第３子以降：1万5千円
・中学生：1万円
・所得制限限度額以上：5,000円
　(所得上限限度額以上は支給なし)

・3歳未満
　第１子、第２子：1万5千円
第３子以降：3万円
・３歳から高校生年代まで
　第１子、第２子：1万円
第３子以降：3万円

支払回数 年3回(2月、6月、10月) 年6回(偶数月)

第3子以降増額
のカウント対象

0歳～ 18歳に到達した年度末まで
※子どもの生計費などの経済的負担が生じている場合
　に限る

0歳～ 22歳に到達した年度末まで
※子どもの生計費などの経済的負担が生じている場合
　に限る

　さいたま地方法務局と埼玉県人権擁護委員連合会で
は、こどもを巡るさまざまな人権問題に取り組んでいま
す。このたび、全国一斉「こどもの人権相談」強化週間
として、通常の受付時間を延長するなどし、相談を受け
付けます。なお、法務局職員と同連合会こども人権委員
会委員が相談に応じ、秘密は守られます。

▶期間　8月21日㈬～ 27日㈫
▶ 受付時間　午前8時30分～午後7時※8月24日㈯・
25日㈰は午前10時～午後5時

▶ 電話番号　0120―007―110※IP電話からは接続不可
▶費用　無料
▶ 問い合わせ　さいたま地方法務局人権擁護課☎048―
851―1000

　人権尊重社会をめざす県民運動は、さまざまな人権課
題への理解を深め、全ての県民がお互いの人権を尊重し
ながら共に生きる社会の実現に向けて、企業や民間団体・
市町村を含めた県民総ぐるみで取り組む運動です。

人権啓発イベント「ヒューマンフェスタオンライン
2024」を開催します
　人権を取り巻く課題はインターネットの普及などによ
り複雑多様化しています。
　皆さんに人権について身近に感じていただくため、オ
ンラインによる人権啓発イベントを実施します。県ホー
ムページ上の特設サイトからご参加ください。

▶期間　8月1日㈭～ 9月30日㈪
▶テーマ　女性の人権
▶ 内容　人権メッセージ動画配信、
人権啓発クイズの実施

▶ 問い合わせ　埼玉県人権・男女共同
　参画課☎048―830―2258

部落差別のない社会の実現に向けて
　平成28年12月に「部落差別の解消の推進に関する法
律」が、また、令和4年7月には「埼玉県部落差別の解
消の推進に関する条例」がそれぞれ施行されました。
　この法律および県条例は、現在もなお部落差別が存在
していることに鑑み、部落差別の解消に関して国および
地方公共団体の責務を明らかにした上で、部落差別のな
い社会を実現することを目的としています。特に情報化
の進展に伴い、インターネットを悪用した新たな差別事
象も発生しています。
　また、令和6年4月には「困難な問題を抱える女性へ
の支援に関する法律」が施行されました。さまざまな問
題を抱える女性を支援するための施策を推進し、人権を
尊重していくことが求められています。
　こうした中、市では法律や県条例の趣旨を踏まえ、人
権教育・啓発、相談事業などを積極的に実施しています。

人権を守るために
　市では、各地区人権教育推進協議会、公民館、自治会
など、さまざまな団体のご協力の下各種研修会の開催や
人権リーフレットの配布、市ホームページを活用した人
権課題の周知などに取り組んでいます。今後も全ての人
の人権が守られるよう、法務大臣から委嘱を受けた人権
擁護委員と連携し、あらゆる機会を通じて啓発活動を
行っていきます。

全国一斉「こどもの人権相談」
強化週間を実施します

8月は「人権尊重社会をめざす
県民運動強調月間」です

差別のない明るい人権尊重社会を目指して
8月は「差別を許さない市民運動推進強調月間」です

〈令和5年度人権ポスター優秀作品〉
南河原小学校3年　島村脩仁さん

人権標語の優秀作品集がご覧にな
れます
　市内の小・中学校から応募の
あった人権標語の優秀作品集は、
市ホームページからご覧くださ
い。

困ったときは、一人で悩まず、相談を
　•みんなの人権110番 ☎0570―003―110
　•こどもの人権110番 ☎0120―007―110
　•女性の人権ホットライン ☎0570―070―810
　※ いずれも月～金曜日午前8時30分～午後5時15分
（祝日、年末年始を除く）

　•インターネット人権相談受付窓口
　　 「インターネット人権相談」で検索し

てください。

　• Foreign―langusage Human Rights 
Hotline

▶問い合わせ　人権・男女共同参画推進課(内線221）

「ヒューマンフェスタ
オンライン2024」

「こどもの人権
110番」
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行政のお知らせ

不
用
品
情
報（
無
料
）

談相種各 （8月15日～9月14日）

▶試験日時　11月24日㈰
▶試験会場　聖学院大学(上尾市戸崎1―1)
▶受験資格　次のいずれかに該当する方
　　　　　　① 高等学校の土木工学科またはこれに相当する課

程を修了して卒業した方
　　　　　　② 高等学校を卒業した方で排水設備工事などの設

計または施工に関し、1年以上の実務経験を有
する方

　　　　　　③ 排水設備工事などの設計または施工に関し、2
年以上実務経験を有する方

　　　　　　④①～③に準ずる方
▶受 験 料　1万円
▶申し込み　 8月21日㈬から下水道課で配布する受験案内を

参照の上、9月30日㈪(消印有効)までに郵送に
より提出してください。

▶問い合わせ 同課普及促進担当☎564―0303

下水道排水設備工事責任技術者資格
認定共通試験

▼
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せ
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さしあげます

ゆずってください

▷学習机　▷ガス炊飯器　▷テレビ台　▷ガス温風ヒーター　▷二段
ベッド（木製）　▷ベビーサークル

▷MDラジカセ　▷DVDプレーヤー　▷パソコン 　▷ワープロ　▷
炊飯器　▷小型冷蔵庫　▷蓋付き鍋　▷扇風機　▷電子ピアノ　▷
卓上ミシン　▷ロックミシン　▷車椅子　▷ソファ(2人掛け)　▷睡
蓮鉢

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

8月27日㈫ ※予約は8月1日㈭から 午前9時30分～正午

地域活動推進課
（内線252）

9月12日㈭ ※予約は8月15日㈭から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 8月19日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 9月11日㈬※予約制 午後1時～ 4時 埼玉県行政書士会埼北

支部☎564―0104

夫婦関係・DVなど
（予約制）

※女性相談員対応
VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相談
も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

人権 南河原隣保館 9月11日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権・男女共同参画
推進課(内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の
午前10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納付相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課（内線236・237）

水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 8月20日㈫、9月10日㈫　 午後5時15分～ 7時 水道課☎553―0131

納付書や口座振替で納めていただく方（普通徴収)

市県民税・・・・・・・・・・・・・・・・2期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・2期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・2期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・2期

納期限　9月2日㈪
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な
　口座振替をご利用ください。
・納付の相談は随時窓口で実施しています。

▶問い合わせ 収納課(内線236・237)

年金からあらかじめ差し引かれる方（特別徴収)

8月支給の年金から差し引きます。
　①市県民税
　②国民健康保険税
　③介護保険料　
　④後期高齢者医療保険料
▶問い合わせ ①税務課(内線231)
　　　　　　②健康課(内線271)
　　　　　　③高齢者福祉課(内線277)
　　　　　　④健康課(内線227)

納期のお知らせ（8月分）

　産業文化会館1階のアートギャラリーを貸し出し施設
として供用開始します。市民ギャラリーとしてどなたで
も利用できますので、ぜひご利用ください。

▶供用開始日　9月1日㈰から
▶利用時間　午前9時～午後4時30分
▶貸し出し期間　最大5日間
▶利用料　 5,240円（1日当たり）
　※ 利用者または団体の所在地が市外の場合は、100分

の150を乗じた額
▶利用できない例
　・ 公の秩序または善良な風俗を阻害する恐れがあると

認められたとき
　・会館の管理上支障があると認められたとき
　・その他会館の設置の目的に反すると認められたとき
　・ 物品の販売や商行為など（来場者から料金を徴収す

ることを含む）
▶その他
　・利用日の6カ月前から予約可。
　・ 利用可能日は公共施設予約システムまたは同館ホー

ムページで確認できます。
　・ 同館が主催する企画展などは、従来どおり入館料を

徴収します。
▶申し込み　公共施設予約システムまたは直接同館
▶問い合わせ　同館☎556―6371

産業文化会館のアートギャラリー
が貸し出し施設になります

　市では、75歳以上の方および障害をお持ちの方の移
動手段を確保するため、行田市デマンドタクシー事業を
実施しています。このたび、7月1日付けで指定乗降場
所を4カ所追加し、600カ所となりました。
　追加となった指定乗降場所は、次のとおりです。

デマンドタクシー事業の指定乗降
場所を追加しました

D 福祉関連施設(障害者) 所在地

D―32 グループホーム朝昼晩・持田 持田1739―9

E 商業施設・店舗など 所在地

E―145 スープカリーNeco 門井町2―2―3

E―146 ジャパンフード株式会社 持田2373

E―147 サロンドKAZU 皿尾356

　指定乗降場所の一覧は、市ホームページに掲載してい
る他、交通対策課で配布しています。
　指定乗降場所の追加は随時行っていま
す。詳しくは、同課へご相談ください。

▶問い合わせ　同課地域交通担当(内線284) 産業文化会館を臨時休館します
　8月31日㈯は、設備点検実施に伴う停電のため、臨時休館
となります。

▶問い合わせ 生涯学習課☎556―8319

※一部の相談についてはメールでの問い合わせもできます。詳しくは市ホームページをご覧ください。

　市では、家庭から出る天ぷら油（廃食用油）や賞味期限
の切れた植物性油を回収し、ごみの減量とリサイクルの
推進を図っています。ペットボトルなどに入れ、必ず蓋
(キャップ)を閉めて回収場所までお持ちください。

▶回収場所　環境課および粗大ごみ処理場
▶ 回収可能な油の種類　サラダ油（菜種油、紅花油、コーン
油、ひまわり油、大豆油など）、オリーブ油などの植物油
▶回収不可能な油の種類　
　・ラード、バターなど動物性の油
　・機械油、灯油、軽油などの鉱物油
　・事業活動から出る油
▶ 問い合わせ　環境課☎556―9530または粗大ごみ処
理場☎559―0278

家庭から出る廃食用油を回収して
います
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在宅医療窓口

赤ちゃんクラス (申し込み不要)
日　　時　8月19日㈪午前9時30分～11時
内　　容　お子さんの体重測定や育児相談
対　　象　 4カ月未満のお子さんとその保護者

離乳食(初期)教室(要申し込み)
日　　時　 8月20日㈫午前10時30分～ 11時30分

(午前10時15分から受け付け)
対　　象　 4～6カ月のお子さんとその保護者（保護

者のみの参加可）

離乳食(中期)教室(要申し込み)
日　　時　 8月21日㈬午前10時30分～11時30分

(午前10時15分から受け付け)
対　　象　 7～8カ月のお子さんとその保護者(保護

者のみの参加可)

乳幼児相談 (要申し込み)
日　　時　8月30日㈮午前9時30分～ 11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、1歳6

カ月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子

さんで、前住所地で受診していない方は
こども家庭センターにご連絡ください。

問い合わせ　同センター☎579―8033

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。また、
県では、「埼玉県AI救急相談」を実施しています。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

 #7119（365日24時間対応）

おとなの健康

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

 8月18日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

 8月25日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

 9月  1日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

 9月  8日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

 9月15日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせてください。

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・ 行田市在宅医療・介護連携支援センタ―　
　☎553―2003
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

健康相談（要申し込み）
日　　時　8月30日㈮
　　　　　※ 時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
内　　容　 保健師、栄養士、歯科衛生士による食事、

生活習慣、歯の健康についての相談
問い合わせ　健康課(内線361～ 364)

保 健 室保 健 室
みんなのみんなの

問い合わせ 健康づくり課（保健センター内）
長野2－3－17  T E L：５５３－００５３  ＦＡＸ：５５５－２５５１

子どもの健康

▶場　　所　オンラインまたはWith Youさいたまセミナー室(さいたま市中央区新都心2―2)
▶受 講 料　無料
▶対　　象　就職を希望する女性
▶そ の 他　託児サービスあり(会場参加のみ)
▶申し込み　 ホームページからお申し込みください(事前に埼玉県女性キャリアセンターの利用登録
　　　　　　が必要です)。オンラインセミナーは、前日までに受講案内をメールで送付します。
▶問い合わせ 埼玉県女性キャリアセンター☎048―601―5810

ハンセン病元患者のご家族に
「補償金」を支給します

　この補償金は国が誤った隔離政策により、元患者の
ご家族の皆さんに苦痛を強いてきたことをお詫びし、
その精神的苦痛を慰謝するためのものです。
　請求に関する情報が請求者およびその指定する者以
外に知られることがないよう配慮します。秘密は守ら
れますので、まずは電話でご相談ください。

請求期限　11月21日㈭まで
問い合わせ　 厚生労働省補償金担当☎03―

3595―2262（月～金曜日午前
10時～午後4時）※土・日曜日、
祝日を除く

日 時 セミナー名 内　容 定　員

9月12日㈭
午前10時～正午

職種を知ろう
～事務職編～

事務職の仕事内容や求められるスキル、求人状況を学
ぶ。 オンライン130人

9月25日㈬
午前10時～正午

在宅ワークのメリットデメリット フリーランス・リモートワーク・オフィスワークとの違
いなどについて学ぶ。 オンライン130人

9月30日㈪
午前10時～正午

相手に分かりやすい伝え方講座 見た目の印象、声・話し方などを好印象に伝えるポイン
トを、アナウンスのプロから学ぶ。

オンライン90人
会場40人

子どもの健康についての問い合わせ
こども家庭センター（保健センター内）
長野2ー3ー17　TEL：579－8033

大人の健康についての問い合わせ
健康課（市役所４番窓口）
本丸2ー5　TEL：553－0053

埼玉県女性キャリアセンター　就職支援セミナー

市では、末期と診断された若年のがん患者が、住み慣れ
た自宅で最期まで自分らしく安心して日常生活が送れるよ
う、若年者の在宅サービス利用料の一部を助成しています。

▶対 象 者　次の全てに該当する方
　　　　　　・ 市内に居住し、本市の住民基本台帳に記

録されている方
　　　　　　・ 18歳以上40歳未満の方で、他の制度で

助成や給付を受けていない方
　　　　　　・ 末期のがん患者で、在宅生活の支援およ

び介助が必要な方
▶助成対象　・訪問介護サービス
　　　　　　・訪問入浴介護サービス
　　　　　　・福祉用具の貸与
　　　　　　・福祉用具の購入
▶助成金額　・ 対象サービス利用料の9割に相当する額

（1カ月当たり上限5万円）
　　　　　　・ 申請時に必要となる意見書の作成料に相

当する額（1回当たり上限5,000円）
　　　　　　※ 利用者がサービス利用料などの全額を支

払い、その後、市の申請・審査を経て、
助成金を支払います。

▶そ の 他　 助成対象などの詳細は、事前に健康課にお
問い合わせください。

▶問い合わせ 同課保健事業担当(内線364)

若年者在宅ターミナルケア支援
事業をご利用ください

▶日　　時　 9月17日㈫・18日㈬・26日㈭・27日㈮
午前9時30分～午後3時40分※17日は
午前9時30分～午後4時20分

▶場　　所　産業文化会館2階第2会議室
▶内　　容　 「介護職の役割や介護の専門性」、「生活支

援技術の基本」など介護に関する基本的知
識や技術を学びます。最終日は市内介護施
設の担当者との相談会も行う予定です。

▶対　　象　 市内で介護の仕事に携わりたい方や興味関
心がある方で4日間の研修および介護就職
デイ面接会（11月15日㈮）に参加できる方
※詳しくは市ホームページをご確認ください。

▶定　　員　30人（先着順）
▶受 講 料　無料
▶そ の 他　 定員に達していない場合、
　　　　　　締め切り後も申し込みでき
　　　　　　る場合があります。
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　 9月3日㈫までに市公式LINEまたは二次元

コードを読み取り必要事項を入力の上、送
信するか電話で株式会社ミッキーNEXT☎
03―5923―9150（祝日を除く月～金曜日
午前10時～午後5時）

介護に関する入門的研修に
参加しませんか
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図書館図書館

●市立図書館●
佐間3―24―7（「みらい」内）

TEL：556―4227   　　　　　　
FAX：555―3770　　　　　　　

開館時間
午前9時～午後7時

休 館 日
　8月5日㈪・13日㈫・19日㈪・
　　26日㈪
　9月2日㈪・ 3日㈫・  9日㈪

※休館日の図書の返却はブックポ
ストをご利用ください。

と しょ かん

壬
申
地
券
と
改
正
地
券

じ
ん
し
ん

1819

　
明
治
維
新
で
近
代
化
を
進
め
る
新
政
府
は
、

税
制
と
土
地
制
度
の
改
革
に
着
手
し
ま
し
た
。

目
指
し
た
の
は
、
税
の
金
納
と
土
地
の
所
有
権

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
し
た
。明
治
4（
1
8
7

1
）年
、田
畑
永
代
売
買
禁
止
令
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
実
質
的
に
、
借
金
の
抵
当

と
な
っ
た
土
地
が
質
流
れ
し
て
し
ま
う
な
ど
す

で
に
形
骸
化
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
形

式
上
も
撤
回
さ
れ
土
地
の
所
有
権
の
移
動
が
自

由
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
土
地
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
記
載
し
た
地
券
を
発
行
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
地
券
は
、

作
成
を
命
じ
た
明
治
5（
1
8
7
2
）年
の
干
支

を
と
っ
て
壬
申
地
券
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
地
券
に
は
土
地
の
一
筆
ご
と
の
地
番
、地
目
、

面
積
、
所
有
者
、
地
価
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
も
明
治
5
年
7
月
に
全
国
の
土
地
所

有
者
全
て
に
地
券
を
発
行
す
る
と
い
う
大
蔵
省

の
布
達
を
管
内
に
流
布
し
調
査
に
取
り
掛
か
り

ま
し
た
が
、
作
業
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
面
積
も
実
際
に
測
量
し
た
わ
け
で

は
な
く
申
告
に
基
づ
き
、
地
価
も
売
買
価
格
を

参
考
に
す
る
な
ど
、
実
情
と
離
れ
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
調
査
は
、
翌
年
5
月

に
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
地
券
の
発
行
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
写
真
は
、
下
池
守
村
の
棚
沢
家
に
伝
来

し
た
壬
申
地
券
で
す
。
下
池
守
村
で
は
、
村
民

42
人
に
対
し
て
6
2
3
通
の
壬
申
地
券
が
発
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
6（
1
8
7
3
）年
7
月
、政
府
は
抜
本
的

な
土
地
制
度
改
革
を
行
う
た
め
、
地
租
改
正
法

を
公
布
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
土
地
の
調

査
、
測
量
を
行
っ
た
上
で
、
一
定
の
算
定
方
式

に
よ
り
新
し
く
地
価
を
算
定
し
、
土
地
の
所
有

者
に
は
地
券
を
発
行
す
る
こ
と
、
土
地
所
有
者

か
ら
地
価
の
1
0
0
分
の
3
の
地
租
を
金
納
で

徴
収
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。
埼
玉
県
で
改
正
作

業
が
本
格
化
し
た
の
は
、
明
治
８（
1
8
7
5
）

年
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
地じ

お
し押

丈じ
ょ
う
り
ょ
う

量
と
呼
ば

れ
る
土
地
の
測
量
が
行
わ
れ
、
土
地
一
筆
ご
と

の
地
価
が
決
め
ら
れ
て
、
明
治
12（
1
8
7
9
）

年
に
改
め
て
地
券
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

と
き
の
地
券
を
改
正
地
券
と
い
い
ま
す
。
こ
の

改
正
事
業
に
よ
り
、
地
租
に
基
づ
く
課
税
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）

俳
句

城
西

榊
原
し
ず
か

お
喋
り
な
風
鈴
の
舌
少
し
切
る

門
井
町

宮
田
　
淑
尚

露
草
や
い
ず
れ
我
が
家
も
分
譲
地

小
見

川
島
　
盾
子

新
婚
の
表
札
二
つ
若
葉
風

持
田

小
倉
　
繁
三

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
老
若
男
女
田
を
植
う
る

谷
郷

𠮷
野
　
六
郎

田
植
終
え
基
盤
格
子
に
照
る
朝
日

忍

大
澤
　
由
子

絹
団
扇
宵
の
灯
か
げ
に
風
ゆ
る
む

中
央

舩
津
丸
和
夫

昨
日
ま
で
あ
り
し
命
に
蛍
哭
く

下
忍

荒
井
　
王
子

ふ
て
く
さ
れ
一
日
過
ご
す
酷
暑
か
な

藤
原
町

斎
藤
雄
次
郎

真
っ
新
の
祭
り
半
纏
二
つ
吊
る

○
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
末
日（
必
着
）ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て

掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

門
井
町

塚
原
　
武
夫

田
水
張
り
市
松
模
様
の
展
が
り
ぬ

忍

伊
藤
　
誠
一

楽
し
み
は
ラ
ッ
パ
と
バ
イ
ク
冷
奴

谷
郷

羽
石
　
芳
道

愛
の
巣
の
普
請
忙
し
き
夏
燕

長
野

鎌
田
　
　
昇

水
打
ち
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
迎
え
待
つ

緑
町

松
林
　
真
弓

路
地
裏
に
三
味
の
音
曲
濃
紫
陽
花

栄
町

馬
場
　
　
勇

梅
雨
空
に
似
た
る
世
界
の
政ま

つ
りか
な

門
井
町

井
上
タ
カ
子

山
の
宿
眠
れ
ぬ
吾
に
青
葉
木
菟

天
満

永
島
加
寿
子

田
植
待
つ
水
田
に
遊
ぶ
月
の
影

城
南

大
藤
　
一
郎

一
人
聞
く
望
郷
演
歌
梅
雨
の
利
根

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

▶募集期間　8月1日㈭～ 9月13日㈮
▶応募作品　 市立図書館の本などを活用し「調べ

た情報をまとめた作品」や「夏休み
の自由研究作品」

▶応募資格　市内在住の小学生
▶応募方法　 市内に通学している方は学校に、

市外に通学している方は図書館に
提出してください。

▶そ の 他　 上位の作品(優良賞)は、公益財団
法人図書館振興財団が主催する全
国コンクールの三次審査に推薦さ
れます。

第11回行田市立図書館を使った調べる学習コンクール

＜一般＞第70回青少年読書感想文全国コンクール課題図書
＜児童＞映画の原作本を読んでみよう！
※特集は告知なく変更となる場合があります。

今月のテーマ展示

壬申地券（郷土博物館蔵）

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　山岸　俊和
【事業内容】  木製建具製造・取付、特

注家具製造・取付、襖・障
子・網戸張替え工事、外
構・エクステリア製品取付、
リフォーム、不動産業など

【所 在 地】 矢場 2―10―1

株式会社 浦野建具
職人集団の伝統を引き継ぎながら快適な住まいづくりを

　
創
業
78
年
を
迎
え
、
襖
や
障
子
な
ど
の
建
具

の
製
作
・
取
り
付
け
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
を

一
貫
し
て
行
う
株
式
会
社
浦
野
建
具
を
紹
介
し

ま
す
。

　
同
社
は
、
昭
和
22
年
4
月
に
浦
野
建
具
店
と

し
て
創
業
。
大
工
を
は
じ
め
と
し
た
職
人
集
団

の
持
つ
技
術
力
を
最
大
限
に
生
か
し
て
地
域
の

顧
客
の
快
適
な
住
環
境
、
住
ま
い
づ
く
り
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
方
な
ら
一
度
は
見
た

こ
と
の
あ
る
「
ト
ン
ト
ン
ト
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
」

と
書
か
れ
た
看
板
の
と
お
り
、
現
在
は
住
宅
な

ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
令
和
5
年
に
は
事
業
拡
大
に
伴
い
コ

タ
エ
ル
ハ
ウ
ス
の
ヤ
マ
ギ
シ
グ
ル
ー
プ
に
参
入
。

不
動
産
業
な
ど
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
「
ト
ン
ト
ン
ト
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
」と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
２
階
の
事
務
所
に
居
た
女

性
社
員
が
下
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
大
工
の
作
業

時
の
音
か
ら
創
作
し
た
と
の
こ
と
。
事
業
の
主

軸
と
な
っ
て
い
る
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
こ
れ
ま
で

の
建
具
の
製
作
で
培
っ
た
職
人
た
ち
の
技
術
力

を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

大
工
工
事
や
内
装
工
事
、
電
気
設
備
工
事
な
ど

リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
わ
る
全
て
の
工
事
を
同
社
の

職
人
だ
け
で
完
結
で
き
る
強
み
は
、
コ
ス
ト
を

抑
え
つ
つ
も
工
期
を
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
、

他
社
と
の
大
き
な
違
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
は
令
和
5
年
に
特
徴
あ
る
製
品

づ
く
り
や
地
域
貢
献
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
工

場
と
し
て
埼
玉
県
か
ら
「
彩
の
国
工
場
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
業
界
の
需
要
も

高
ま
り
、
同
種
の
企
業
が
多
く
あ
る
中
で
生
き

残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
顧

客
満
足
度
の
向
上
や
選
ば
れ
る
会
社
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
職
人
の
高
齢

化
も
進
む
中
、
同
社
で
は
社
訓
「
だ
い
じ
に
し

ま
す
。
永
い
信
用
」
を
守
り
続
け
て
い
く
た
め
、

伝
統
技
術
を
継
承
し
つ
つ
、
若
手
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
後
は
、「
複
数
の
専
門
的
技
術
を

持
つ
『
多
能
工
』
を
育
成
し
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
人
材
の
中
で
組
織
全
体
の
成
果
や
業
績
を
向

上
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
」
と
の

こ
と
。
同
社
の
職
人
集
団
と
い
う
強
み
を
生
か

し
な
が
ら
若
手
の
職
人
が
成
長
し
て
い
く
こ
と

で
、
最
高
の
品
質
と
最
善
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

提
供
し
、
こ
れ
か
ら
も
顧
客
の
よ
り
よ
い
住
ま

い
づ
く
り
を
担
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

の
建
具
の
製
作
で
培
っ
た
職
人
た
ち
の
技
術
力

を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

大
工
工
事
や
内
装
工
事
、
電
気
設
備
工
事
な
ど

リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
わ
る
全
て
の
工
事
を
同
社
の

調べる学習の相談日
　コンクールに応募したいけれど初
めてで不安な方など、調べる学習に
関するサポートをします。
▶日　　時　 8月2日㈮・16日㈮
　　　　　　午前10時～午後4時
▶場　　所　図書館内
▶対　　象　 市内在住の小学生(保

護者同伴可)
▶そ の 他　 事前に図書館に電話し

てください。

▶日　　時　 8月18日㈰午後1時30分～
2時30分(午後1時から開場)

▶場　　所　中央公民館第1学習室
▶内　　容　・ 「帰郷」より『異邦人』大佛

次郎／著 毎日新聞社　

大人のためのミニ朗読会「夏」
　　　　　　・ 「恩讐の彼方に」より『形』

菊池寛／著 埼玉福祉会
　　　　　　他2作品を朗読します。
▶定　　員　70人(先着順)　
▶協　　力　行田朗読の会　
▶そ の 他　申し込み不要です。

　日頃感じる分からないことや不思議に思うことを図書館の本を使って調べ、分かったこ
とを作品にしてみませんか。図書館では参加作品を募集しています。
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須加地内の利根川河川敷で行田市水防演習が行われ、
消防団員をはじめ、関係者ら191人が参加しました。
水防演習は、河川が氾濫した場合を想定し、水防活動技
術の向上と関係団体との連携強化を図るために毎年実施
しているもの。団員らは、堤防の越水を想定した土のう積
み工法や堤防の決壊を防ぐための五徳ぬい工法、シート張
り工法などの実践的な訓練を通じて技術の習得に努めて
いました。

産業文化会館ホールで市制施行75周年記念第27回
ときめきレインボーフェスティバルが開催されました。
行田市文化団体連合会に加盟する9団体が、合唱や演奏、
詩吟、フラダンスなど多彩なパフォーマンスを披露。来場者
は音楽や舞踊などの美しさに触れ、各団体の発表に盛大な
拍手を送っていました。

VIVAぎょうだで親子料理教室が開催され、市内から
親子10組が参加しました。
SDGsを学ぶカードゲームを行った後、アサガオやヒマ

ワリなど花の形を模した4種類の和菓子作りを体験。参加
者らは親子で楽しみがら色鮮やかな和菓子を作り上げま
した。

牧禎舎で市制施行75周年記念オリジナル朗読劇「あっ
ぱれ！」が開催されました。
市に縁のある俳優の藤澤優香さんや声優の小林真麻さ
ん、忍城おもてなし甲冑隊の野原のぼさんなどをキャスト
に、ゼリーフライ店「あっぱれ」の娘が戦国時代にタイムス
リップするオリジナルの朗読劇を披露。出演者の豊かな感
情表現や繊細な声に、観客らは想像力を働かせながら耳を
傾けていました。

親子料理教室

オリジナル朗読劇
「あっぱれ！」7

6
SAT

6
29

SAT

6
29

SAT
6

19
WED

7
6
SAT

6
25

TUE

行田グリーンアリーナで市制施行75周年記念第31回
行田市綱引き大会が開催されました。
市内の小学生14チーム137人が参加。低学年・中学

年・高学年の部に分かれ全19試合が行われました。勝利
を目指し、大きな掛け声とともにチーム一丸となって綱を
引き合う選手たちにチームメートや家族から熱い声援が
送られていました。

図書館ミーティングルームでたまごおはなし会が開催
され、7組の親子が参加しました。
おはなし会ではウクレレの演奏や手遊び歌などを実施。
子どもたちは行田市長の「しろくまちゃんのほっとけーき」
など人気絵本の読み聞かせに、聞き入っていました。

日本遺産ガイダンスセンターなどを会場に「日本遺産ガ
イドツアー七夕まつり企画！てづくりちょうちんで足袋蔵
をめぐろう」が開催されました。
このイベントはちょうちんの手作り体験の他、足袋蔵巡り
をしたり、ヴェールカフェで七夕パーティーを楽しんだり
するもの。子どもたちは一生懸命作ったちょうちんを手に、
まちを散策しながら、足袋蔵などについての知識を深めて
いました。

下忍小学校で授業の一環として着衣水泳が行われま
した。
児童77人が参加し、日本赤十字社埼玉県支部の指導
の下、万が一、河川などに落ちたときに自分の命を守る
行動や、溺れている人の救助方法などを学びました。ペッ
トボトルを使って水に浮く体験では、上手に浮くことがで
きるよう、指導員からこつを教えてもらっていました。

6
22

SAT 7
7
SUN

水防演習
ときめきレインボー
フェスティバル

着衣水泳

綱引き大会
たまごおはなし会

日本遺産ガイドツアー
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イベントイベント

▶�日時　8月16日㈮午後6時～ 8時
30分
▶�場所　忍川翔栄橋付近（秩父鉄道

行田市駅北側）
▶�内容　小型とうろうを1基800円

で販売
▶�その他　会場および会場周辺での

無人航空機（ドローンなど）の使用
は禁止
▶�問　（一社）行田おもてなし観光局

☎577―8442

▶�日時　9月29日㈰午後1時30分
　開演（午後1時開場）
▶�場所　産業文化会館ホール
▶�出演　三遊亭小遊三、立川談笑、

林家木久蔵他
▶�入場料　全席指定＜一般＞【前売

り】3,500円【当日】3,800円＜小・
中学生＞【前売り】1,000円【当日】
1,200円（未就学児入場不可）
▶�チケット取り扱い　同館、商工セン

ター、村瀬文具店（持田973―1）
▶�その他　電話予約可（同館）。チ

ケット購入後の返金不可
▶�問　同館☎556―6371

とうろう流し納涼大会

行田寄席
～三遊亭小遊三・立川談笑・
　林家木久蔵 落語会～

▶�日時　8月25日㈰午前10時～午
後4時
▶�場所　忍城址※雨天・熱暑の場合

は産業文化会館
▶�内容　各団体による劇の披露や

侍・忍者体験、ちょんまげのカチュー
シャなどを作るワークショップ、キッ
チンカーによる飲食販売など
▶�出演　忍城おもてなし甲冑隊、忍

者軍団、潮崎ひろの、県立進修館
高等学校ダンス部他
▶�共催　忍の武士団、（公財）行田市

産業・文化・スポーツいきいき財団
▶�問　忍の武士団☎090―8504―

9591

▶�日時　9月7日㈯午前9時～午後
5時、8日㈰午前9時～午後4時
▶�場所　コミュニティセンターみず

しろギャラリー
▶�内容　絵手紙、絵画、手芸、陶器、

書道、写真などの展示
▶�入場料　無料
▶�問　年金者組合行田支部長坂田
　☎553―1737

▶�日時　8月21日㈬～ 26日㈪午前10
時～午後6時（26日は午後3時まで）
▶�場所　八木橋百貨店8階カトレア

ホール（熊谷市仲町74）
▶�内容　全国各地の障害者施設・団

体などが制作した「かわいいもの」
「おいしいもの」「アート作品」の展
示・販売、コンサートなど
▶�入場料　無料
▶�主催　15th ampかわいいサミッ

ト実行委員会（NPO法人CILひこ
うせん内）
▶�問　同実行委員会☎555―1100
【FAX】555―1301

市制施行75周年記念
「忍城を守れ！～サムライ・
 にんじゃ募集～」夏の陣

第16回　ゆうゆう文化展

15th
ampかわいいサミット

▶�期間　9月1日㈰午後9時まで
▶�場所　行田グリーンアリーナ
▶�主催　（公財）行田市産業・文化・

スポーツいきいき財団
▶�その他　グローブに触れることが

できる時間は午前9時～午後5時
（正午から午後1時を除く）
▶�申申・問　同施設☎553―3377

▶�日時　8月25日㈰午前8時
▶�集合場所　馬見塚第2集会所（馬

見塚913）
▶�主催　星川の自然とキタミソウを

守る会
▶�申申・問　同会会長栗原☎557―

0091

大谷翔平選手
寄贈グローブ特別展示

星川の自然観察会

▶�日時　8 月 25日㈰午後 2 時開演
（午後1時15分開場）
▶�場所　熊谷文化創造館さくらめ

いと太陽のホール（熊谷市拾六間
111―1）
▶�内容　「天国と地獄」序曲、「こう

もり」序曲、「風紋」原典版、「春の
猟犬」他
▶�入場料　1,000円（全席指定）※4

歳から入場可
▶�チケット取り扱い　さくらめいとチ

ケットセンター☎532―9090、熊
谷市文化振興財団チケット販売サ
イト
▶�その他　有料託児サービスあり※

予約制（ことぶきキッズルーム☎
532―2916）
▶�問　埼玉交響楽団

事 務 局 ☎532―
9012

教室教室・・講座講座

▶�日時　8月27日㈫午後1時30分～
3時
▶�場所　星河公民館ホール
▶�内容　家族を介護していて大変

だったこと、良かったこと、困っ
ていることなどの共有、地域包括
支援センター職員による個別相談
▶�対象　家族の介護をしている方、

介護に興味・関心のある方
▶�定員　15人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�持ち物　筆記用具
▶�申申　8月23日㈮までに電 話で地

域包括支援センター緑風苑（須加
1563）☎557―3611（月～金曜日）
▶�問　高齢者福祉課地域包括ケア担

当（内線278）

埼玉交響楽団
「サマーコンサート」

介護者教室
「家族を介護する方の交流会」

▶�期日　8月22日㈭
▶�時間　①【認知症サポーター養成

講座】午後1時30分～ 3時
　②【認知症相談会】午後3時～ 4時
▶�場所　VIVAぎょうだ学習室
▶�内容　①認知症の基本的な知識、

適切な対応方法などを学ぶ。②専
門家が認知症の相談に応じる。ま
た、参加者同士で介護生活の悩み
や相談事を語り合う。
▶�対象　①市内在住・在勤・在学の

方②認知症の本人、家族など
▶�定員　①45人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�持ち物　筆記用具
▶�その他　
　◦ 講座終了後にオレンジリングと埼

玉県認知症サポーター証を配布
　◦ ②のみの参加も可
▶�申申　直接または電話で地域包括支

援センター緑風苑（須加1563）☎
557―3611（月～金曜日）
▶�問　高齢者福祉課地域包括ケア担

当（内線278）

▶�日時　8月18日、9月8日、10月
20日、11月10日、12月8日、令
和7年1月5日、2月9日、3月9
日の各日曜日午前10時～正午
▶�場所　産業文化会館第2会議室
▶�内容　自然科学の謎を解明する。
▶�講師　根岸利一郎さん（NPO法人

学びクラブ・リクウェイ代表）
▶�対象　市内の小学4年生～中学3

年生
▶�定員　各回15人（先着順）
▶�参加費　1回600円（保険料、材

料費）※参加費の返金不可
▶�申申　各回開催日4日前の水曜日午

後4時までに直接同館
▶�問　同館☎556―6371

認知症サポーター養成講座・
認知症相談会

さんぶん科学体験教室 ▶�日時　8月1日㈭～ 9月27日㈮午
前9時～午後3時※土・日曜日、
祝日を除く
▶�場所　熊谷商工信用組合行田支店
（天満3―16）
▶�内容　すごろく、引き札、地図、

チラシ、足袋資料などの展示
▶�問　栗原☎090―1535―4460

▶�時間　午前9時～午後6時
▶�場所　商工センターパブリック

ホール
▶�内容　コカ・コーラのポスター、

販促グッズ、広告物などの展示
▶�問　栗原☎090―1535―4460

明治・大正・昭和の
忍町・行田の資料展

コカ・コーラcollection

北彩タウン情報　～でかけませんか となりまち～

　　　　�企画展「羽生市70年のあゆみ」
　昭和29年の市制施行から70年。これまでの羽生市のあゆみと歴史に
ついて紹介する展示会を開催します。
▶�日    時　9月29日㈰午後4時30分まで※火曜日と9月26日㈭は休館
▶�場    所　羽生市図書館・郷土資料館展示室（羽生市下羽生948）
▶�入 館 料　無料
▶�問い合わせ　羽生市郷土資料館☎562―4341

　　　　 オニバスを見に行こう！
　加須市内には県内唯一のオニバスの自生地があり、8月に紫色の花を
咲かせます。
▶�場    所　 加須市飯積地内（北川辺総合支所（加須市麦倉1481―1）か

ら東へ約900メートル）※駐車場あり
▶�そ の 他　 8月24日㈯にオニバスフェスタを開催します。オニバス

の生育状況やイベントについては、加須市
ホームページをご覧ください。

▶�問い合わせ　 加須市物産観光協会北川辺支部☎0280―
62―2111

羽生市

加須市

広告広告
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行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

【住民基本台帳人口】
（令和6年7月1日現在）

人口78,193人（―6）　男38,710人（9）　女39,483人（―15）　世帯数36,396世帯（37）
6月中の異動　出生38人　転入等196人　死亡84人　転出等156人

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課（内線318）まで。

▶ 日時　8月31日㈯午前10時～正午
▶ 場所　VIVAぎょうだ学習室
▶ 内容　効率的に取り組める掃除方
法を学び、無理のない家事スタイ
ルについて考える。
▶ 講師　花王グループカスタマー
マーケティング株式会社社員
▶ 対象　市内在住・在勤・在学の方
▶ 定員　30人（先着順）
▶ 参加費　無料
▶ その他　ひととき保育の申し込み
は8月16日㈮まで

▶ 申申 8月7日㈬午前9時～ 27日㈫
に直接、電話、行田市電子申請・
届出サービスのいずれかの方法に
よりVIVAぎょうだ
▶ 問　VIVAぎょうだ
☎556―9301※
月曜日は休館

▶ 日時　8月17日～ 31日の毎週土
曜日（全3回）【1部】午後3時～ 4
時【2部】午後7時～ 8時
▶ 場所　中央公民館レクリエーショ
ン室他
▶ 内容　突き蹴り、攻撃の避け方や
つかまれたときの逃げ方など、体
を動かしながら武道の教えと護身
術の基本を学ぶ。
▶ 対象　小学5年生以上
▶ 定員　10人（先着順）
▶ 参加料　無料
▶ 申申 8月15日㈭までに二次元
コードを読み取り必要事項を入力
の上、送信
▶ 問　少林寺拳法行
田南道院拳友会向
井 ☎050―6881
―8364

ラク家事講座
お掃除編

やってみよう！
少林寺拳法体験会

スポーツスポーツ

▶ 日時　9月21日㈯午前9時開会
▶ 場所　行田グリーンアリーナ
▶ 種目　
　 【一般男子の部】シングルス（1部・
2部）、ダブルス
　 【一般女子の部】シングルス（1部・
2部）、ダブルス
　 【男子シニアの部】60歳以上シング
ルス
　 【中学生以下の部】男子シングル
ス、女子シングルス、男子ダブル
ス、女子ダブルス
▶ 対象　市内在住、在勤、在学者、在
クラブ員および連盟承認クラブ員
▶ 参加費　シングルス1,000円、ダ
ブルス1組1,400円※連盟未登録
者200円増し（中学生以下の部は
登録の有無に関係なくシングル、
ダブルス1組共に500円）
▶ その他　
　• 不参加の場合も参加費の返金不
可

　• 選手はゼッケンを着用すること。
　• 大会中に生じた事故などについ
ては、市の保険制度適用範囲を
除き、一切の責任を負いません。

▶ 主催　行田市卓球連盟
▶ 後援　行田市教育委員会、行田市
スポーツ協会
▶ 申申 8月23日㈮午後7時までに郵
送またはFAXで行田市民卓球大
会受付事務局
　 【郵送】〒361―0024 行田市小
針2585 田島宅
　 【FAX】559―0714※電話での受
け付け不可
▶ 問　同事務局☎080―3204―
3781

令和6年度行田市民
卓球大会夏季冠大会 ▶ 日時　9月7日㈯午前10時～正午

（グループ相談会は正午～午後1
時）
▶ 場所　オンライン（Zoom）
▶ 内容　在宅ワークの基礎知識、心
構えなどを学ぶ。
▶ 対象　在宅ワークに興味のある女
性
▶ 定員　100人（先着順）
▶ 参加費　無料
▶ その他　求職活動実績の対象にな
るため、希望者には受講証明書を
発行します。
▶ 申申・問　7月25日㈭から二次元
コードを読み取り必要事項を入
力の上、送信または電話で在宅
ワーク就業支援事
業事務局☎0120
―954―510

相　　談相　　談

▶ 日時　①8月31日㈯・9月1日㈰
午後0時45分～ 4時、②9月21
日㈯午後0時45分～ 4時
▶ 場所　①ソニックシティビル第1
展示場（さいたま市大宮区桜木町
1―7―5）、②サンシティホール
ポルティコホール（越谷市南越谷
1―2876―1）
▶ 入場料　無料
▶ 共催　埼玉県、埼玉県社会福祉協
議会
▶ 問　埼玉県こど
も支援課☎048
―830―3349

在宅ワーカー育成セミナー
「入門コース」WEBセミナー

保育士就職フェア

募　　集募　　集

自衛官候補生
▶ 受付期間　年間を通じて受け付け
▶ 対象　日本国籍を有する18歳以
上33歳未満の方

一般幹部候補生
▶ 受付期間　8月 26日㈪～ 9月 26
日㈭

▶ 試験日　【1次試験】10月5日㈯
【2次試験】11月8日㈮～ 11日㈪
のうち1日

▶ 試験会場　受付時にお知らせ
▶ 対象　日本国籍を有する22歳以上
26歳未満の方（大卒（見込みを含む））
防衛大学校（一般）
▶ 受付期間　10月17日㈭まで
▶ 試験日　【1次試験】11月2日㈯
【2次試験】11月30日㈯～ 12月4
日㈬のうち1日

▶ 試験会場　受付時にお知らせ
▶ 対象　日本国籍を有する18歳以上
21歳未満の方（高卒（見込みを含む））
防衛医科大学校（医学科）
▶ 受付期間　10月9日㈬まで
▶ 試験日　【1次試験】10月19日㈯
【2次試験】12月11日㈬～ 13日㈮
のうち1日

▶ 試験会場　受付時にお知らせ
▶ 対象　日本国籍を有する18歳以上
21歳未満の方（高卒（見込みを含む））
防衛医科大学校（看護科）
▶ 受付期間　10月2日㈬まで
▶ 試験日　【1次試験】10月12日㈯
【2次試験】11月23日㈯・24日㈰
のうち1日

▶ 試験会場　受付時にお知らせ
▶ 対象　日本国籍を有する18歳以上
21歳未満の方（高卒（見込みを含む））
▶ その他　試験期日および試験会場
は変更する場合があります。

▶ 問　防衛省自衛隊埼玉地方協力本
部熊谷地域事務所☎522―4855

自衛官等 ▶ 日時　8月31日㈯午前10時～午
後9時
▶ 内容　養育費に関する相談に司法
書士が電話で相談を受ける。
▶ 電話番号　0120―567―301（当
日のみ）
▶ 相談料　無料（予約不要）
▶ 問　埼玉青年司法書士協議会☎
048―771―5281

▶ 日時　9月20日㈮午後1時～4時
▶ 場所　深谷市上柴公民館（深谷市
上柴町西4―2―14・キララ上柴
3階）
▶ 内容　20社（予定）が参加し、障
害のある方を対象に企業の人事担
当者と面接を行う。
▶ 定員　100人程度（先着順）
▶ 持ち物　履歴書・職務経歴書（応
募する企業の数分用意すること）、
面接希望票（本人控え）
▶ 申申・問　ハローワーク行田☎556
―3151

▶ 日時　8月21日㈬、9月11日㈬い
ずれも午後1時15分～4時30分
▶ 場所　深谷市上柴公民館小会議室
2（深谷市上柴町西4―2―14・キ
ララ上柴3階）
▶ 相談内容　相続、遺言、登記、債
務整理、不動産の名義変更など
▶ 相談料　無料
▶ 相談方法　面談相談（1組1時間、
要予約）
▶ 主催　埼玉司法書士会
▶ 申申 各相談日の1週間前までに電
話で総合相談センター☎048―
838―7472
▶ 問　同会事務局☎048―863―
7861

全国一斉子どものための
養育費相談会

県北地域障害者就職面接会

県北総合相談センター
出張法律相談会

▶ 募集作品　ポスター、書道、標語
▶ 募集対象　【ポスター部門、書道
部門】県内の小学校および中学校
に在学する児童・生徒【標語部門】
県内在住・在学・在勤の方

▶ その他　応募要領など詳しくは県
下水道管理課ホームページをご覧
ください。

▶ 申申 9月10日㈫（必着）までに郵
送で提出【郵送】〒338―0837 
さいたま市桜区田島7―2―23 公
益財団法人埼玉県下水道公社経営
企画課作品コンクール担当

▶ 問　同公社☎048―838―8585

▶ 日時　10月5日・12日の各土曜
日午前9時～午後4時

▶ 場所　県立熊谷高等技術専門校
（熊谷市新堀新田522）
▶ 内容　Jw_cad（建築系）発展
▶ 対象　働きながらスキルアップを
目指す方

▶ 定員　15人
▶ 費用　2,000円（テキスト代別）
▶ その他　別の講習あり。申込方
法など詳細は同校
ホームページをご
確認ください。

▶ 問　同校☎532―
6559

そ の 他そ の 他

▶ 日時　9月4日㈬午前9時30分～
午後4時※午前11時45分～午後
1時を除く

▶ 場所　市役所正面玄関前
▶ 持ち物　献血カード（お持ちの方）
▶ 主催　埼玉県赤十字血液センター
▶ 問　同センター☎048―720―
8009

第64回「下水道の日」
作品コンクールの作品

県立熊谷高等技術専門校
スキルアップ講習受講生

献血

広告広告
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はじめまして
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● 8月1日㈭～30日㈮に電話またはEメールで広報広聴課（内線
322） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。

● 応募者多数の場合は、9月2日㈪午前11時から市役所203会議室
で公開抽選を行います。

令和5年10月生まれのお子さんを募集します
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パ
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マ
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ね
、

み
ん
な
が
大
好
き
だ
よ
！
」

市長コラム市長コラム
 新しい行田へ

第11回 「外に出るのも、市長の仕事」

今、国の行政機関が集まる霞ケ関から行田に戻
る車中にいます。今号のコラムは何を書こうかと考
えながら、昨年5月の市長就任以来、霞ケ関への
訪問回数を数えてみました。訪問日数は19日、件
数は40件くらい。大会や会議が15回。他の首長
と比べても多いと思います。
訪問先として一番多かったのが地方創生などの

内閣府、道路や地域交通、観光などを所管する国
土交通省、次が総務省、文部科学省。お会いする方は、係長から課長、審

議官、局長とさまざまで、アポなしで事務次官とお会いすることも何度かありました。霞ケ関を訪ねると、国会議員
時代の私を覚えている官僚の方が思いの外多く、廊下を歩いていると「〇〇の時はお世話になりました！」などと声を
掛けて下さる方もいます。なるほど。私の強みを行田市のために生かさない手はない。霞ケ関の他、国会議員の事
務所がある永田町、国の出先機関があるさいたま新都心、埼玉県庁がある浦和も時々訪問しています。
市長が直接足を運び、直接政策を訴え、要望することの効果は大きいと、確かな手応えを感じています。令和6

年度の当初予算では、行田市として遅ればせながら初めて申請した「デジタル田園都市国家構想交付金」5件のうち、
なんと4件が採択され、正直驚きました。「地域観光新発見事業」は観光庁のハードルの高い補助事業で、約2,400
件の申請のうち、たった50件の重点支援事業に選ばれました。
市役所の仕事は究極のチームプレイ。これは私が常日頃から市の職員に伝えていることです。市民の皆さんの声

を聴くこと、これは市長に限らず全ての職員に求められる役割です。その上で職員はアイデアを出し、知恵を絞り、
企画書を作成する。市長は施策を決定し、国や県に対し市の現状や政策を訴え、支援をお願いする。職員にしかで
きないことがある、市長にしかできないこともある。行田市のためになるなら、霞ケ関だけでなく、どんどん外に出
ていく。これも市長の重要な仕事なのです。

環境にやさしい
植物油インキ

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp

行田市公式LINEの
友だち登録はこちらから！

現在の友だち登録数32,500人！

●市政・イベント・防災などに関する行政情報を発信します。

今月の表紙 　今年の田んぼアートのテーマは、『がんばろう！能
登 日本遺産 キリコ祭り』です。6月8日と9日に古代蓮

の里東側の水田で行われた田植えイベントでは、多くの方が
「復興」への想

おも

いをこめて丁寧に苗を植えました。
　今まさに見頃を迎えている田んぼアート。ぜひ、行田タ
ワーから壮大なアートをお楽しみください。

ドローン映像

行田市長  行田邦子
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